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(57)【要約】
【課題】本発明は、燃料電池ユニットを安全にシャット
ダウンすることが出来る装置である燃料電池ユニットに
おけるカソードガスの再循環用装置を提供する、及びそ
の装置に対応する、燃料電池装置をシャットダウンする
方法を提案するという目的に基づく。
【解決手段】燃料電池装ユニット（３）におけるカソー
ドガスの再循環用装置（２）であって、燃料電池ユニッ
ト（３）においてカソード領域（５）へカソードガスを
供給するカソードガス供給路（７）を有し、カソード領
域（５）から部分的に消費されたカソードガスを運び出
すカソードガス出口（９）を有し、カソードガス出口（
９）の接合点（１０）からカソードガス供給路（７）の
供給点（１２）内へ部分的に消費されたカソードガスを
再循環する再循環ガイド（１１）を有し、遮断装置（１
５，１６）は、供給点（１２）の上流のフロー方向にお
いてカソードガス供給路（７）を遮断するように及び接
合点（１０）から下流のフロー方向においてカソードガ
ス出口（９）を遮断するように設計され、遮断装置（１
５，１６）が閉鎖した時に部分的に消費されたカソード
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池ユニット（３）におけるカソードガスの再循環用装置（２）であって、
　燃料電池ユニット（３）においてカソード領域（５）へカソードガスを供給するカソー
ドガス供給路（７）を有し、
　カソード領域（５）から部分的に消費されたカソードガスを運び出すカソードガス出口
（９）を有し、
　カソードガス出口（９）の接合点（１０）からカソードガス供給路（７）の供給点（１
２）内へ部分的に消費されたカソードガスを再循環する再循環ガイド（１１）を有し、
　遮断装置（１５，１６）が、供給点（１２）の上流のフロー方向においてカソードガス
供給路（７）を遮断するように及び接合点（１０）から下流のフロー方向においてカソー
ドガス出口（９）を遮断するように設計され、遮断装置（１５，１６）が閉鎖した時に部
分的に消費されたカソードガス用の閉回路が形成されるようにすることを特徴とする装置
。
【請求項２】
　連続フロー機械（８）が、遮断装置（１５，１６）が閉鎖した時に部分的に消費された
カソードガスを再循環するように設計されることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記連続フロー機械は、電気的に駆動される又は駆動可能なターボチャージャ（ＥＴＣ
）であることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記連続フロー機械は、体積圧縮機、特にスクリュー式圧縮機又はルーツ圧縮機である
ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　制御装置（１４）が遮断装置（１５，１６）を遮断するよう及びスイッチオフ動作モー
ドにおいて連続フロー機械（８）を起動するように設計されることを特徴とする請求項１
～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　制御装置（１４）は、既定の時間間隔の間及び／又は部分的に消費されたカソードガス
内の残りの酸素含有量に応じて、スイッチオフ動作モードを維持するように設計されてい
ることを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　遮断装置（１５，１６）は、カソードガス出口及び／又はカソードガス供給路を遮断す
るために一個又は複数個のバルブ及び／又は制限器を備えることを特徴とする請求項１～
６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記一個又はそれより多くのバルブ及び／又は制限器（１５，１６）は自己ラッチする
ように設計されたことを特徴とする請求項７に記載の装置（２）。
【請求項９】
　前記一個又は複数個のバルブ及び／又は制限器はウォーム駆動を介して駆動可能である
ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　遮断装置（１５，１６）の全バルブ及び／又は全制限器が共通のアクチュエータによっ
て駆動されることを特徴とする請求項～９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　制限器（１５，１６）の少なくとも一つは制限器バルブを有し、制限器は、制限器バル
ブの封止ディスク上の周縁シールによって及び／又は内側がラバーコーティングされた制
限器バルブハウジングを介して封止されることを特徴とする請求項７～１０のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項１２】
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　遮断装置（１５，１６）は、接合点（１０）から下流のフロー方向においてカソードガ
ス出口（９）に配置され、カソードガス出口（９）を遮断するように設計された圧力保持
機構を有することを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の再循環用装置（２）を有する車両用の、燃料電
池装置（１）。
【請求項１４】
　燃料電池装置（１）がスイッチオフしている時、部分的に消費されたカソードガスがカ
ソード領域（５）を通るように閉回路を循環するように遮断装置（１５，１６）が切り替
えられることを特徴とする請求項１１に記載の燃料電池装置（１）をスイッチオフ又はシ
ャットダウンする方法。
【請求項１５】
　部分的に消費されたカソードガスは、カソードガス内の残留酸素が消費される又は限界
値を下回るまで循環されることを特徴とする請求項１４に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料電池ユニットにおいてカソード領域へカソードガスを供給するカソード
ガス供給路を有し、部分的に消費されたカソードガスをカソード領域から運び出すカソー
ドガス出口を有し、且つカソードガス出口の接合点からカソードガス供給路の供給点内へ
部分的に消費されたカソードガスを再循環する再循環ガイドを有する燃料電池ユニットに
おけるカソードガスの再循環用装置に関し、また当該装置及び前記燃料電池ユニットから
形成される燃料電池装置をシャットダウンする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　燃料電池ユニットは、燃料、例えば水素を、オキシダント、例えば自然環境の空気と電
気化学的プロセスで反応させることにより、化学エネルギーを電気エネルギーに変換する
ために使用される。これらの燃料電池ユニットは、一方では固定形態で、他方では可搬型
発電装置としてあり、車両の駆動系に電力を供給する機能を提供する。
【０００３】
　一つの技術的要求は、一方では燃料の反応が経済的であり、他方では燃料電池ユニット
を永久的且つ安全に動作させるという厳しい電気化学プロセスの要求に対処することであ
る。
【０００４】
　例として、特許文献１は、燃料電池ユニットの燃料電池のカソード領域内へ酸素含有媒
体を供給するための特定の構造を有する燃料電池を開示している。当該文献は、電気化学
プロセスにおいて部分的に消費されたカソードガスを、カソード出口から再循環し、新鮮
なカソードガスと混合してから再びカソード入力へと供給することを提案している。この
手順の特別な利点は、電気化学プロセス中に生成された水が、部分的に消費されたカソー
ドガスを通って送り戻され、カソード領域とアノード領域の間の傷付き易い媒介膜を湿ら
せるために使用されることである。再循環された、部分的に消費されたカソードガスの比
率を制御するために、制御可能な制限装置が再循環ラインに配置される。
【０００５】
　特許文献２は、特に燃料供給の分野、即ちアノードガス回路で使用される燃料セット用
フラップバルブに関する。当該フラップバルブは、フローチャネル内に配置され可動シャ
フトを介して旋回されることが出来るフラップ、及びチャネル壁に接続され且ついわゆる
圧力ポケットを有するシールを備える。
【０００６】
　バイパスバルブの形態の別のバルブ装置は、特許文献３から知られており、そのバルブ
装置は、切替フラップの形態であり、フラッププレートの外側に配置されるシャフトによ
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って旋回可能フラッププレートを有する。バルブ封止を向上するために、封止要素が設け
られ、その封止要素は、フラッププレートの周囲に配置され、互いに並走する少なくとも
２個の封止唇状部を有する。その適用分野は燃料電池装置、特にアノードガス回路の領域
であると考えられる。
【０００７】
　特許文献４は、貫通するシャフトに取り付けられるバルブ本体を有する更なるバルブに
関する。周縁の周りに延びる封止ストリップと共に、封止カラムがバルブ本体に嵌合して
シャフトを封止し、封止ストリップは、シャフトを貫通させることが出来、且つ封止カラ
ムを取り付けることが出来るように、周方向に割り込まれる。
【０００８】
　特許文献１に従う燃料電池装置が最も近い先行技術と考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２０３０２９号明細書
【特許文献２】独国特許公開第１０２０４７８７号明細書
【特許文献３】独国特許出願公告第１０３２５１９６号明細書
【特許文献４】独国特許出願公開第１０３２８２４６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、燃料電池装置が安全にシャットダウンされることを可能にする燃料電池ユニ
ットにおけるカソードガスの再循環用装置を提供すること、及び当該装置及び当該燃料ユ
ニットから形成される燃料電池装置をシャットダウンする前記再循環用装置に対応する方
法を提案する目的に基づく。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的は、請求項１の特徴を有する装置によって、請求項１３の特徴を有する燃料電
池装置によって、及び請求項１４の特徴を有する方法によって達成される。本発明の好適
又は有利な実施形態は、従属の請求項から、以下の記述から及び添付の図面から明らかに
なる。
【００１２】
　本発明に従って、燃料電池ユニットにおけるカソードガスの再循環用装置を提案し、当
該装置は、恐らく、特に車両における可搬エネルギー源としての使用に適する及び／又は
その使用のために設計される。燃料電池ユニットは、好ましくは、十分な出力電圧を生成
するために、例えば、直列に接続された、特に１００個を超える多数の燃料電池を有する
。燃料電池の各々は、プロトン交換膜によって互いに分離したカソード領域及びアノード
領域を有する。全カソード領域及び全アノード領域は、夫々、以下の本文では簡潔にカソ
ード領域及びアノード領域と呼ばれる。
【００１３】
　当該装置は、燃料電池ユニットにおいて、カソードガス、特に酸素又は自然環境の空気
をカソード領域へ供給するための、例えば供給ライン又はチューブ形態のカソードガス供
給路を有する。
【００１４】
　部分的に消費されたカソードガスをカソード領域から運び出すため、当該装置は、例え
ば同様にライン又はチューブ形態のカソードガス出口を有する。
【００１５】
　更に、当該装置は、カソードガス出口の接合点からカソードガス供給路の供給点内へ部
分的に消費されたカソードガスを再循環するための再循環ガイドを有する。従って、カソ
ードガス出口はカソード領域からフロー方向下流の接合点で分割され、第１のフロー要素
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は例えば自然環境へ放出され、第２のフロー要素は再循環ガイドを介してカソードガス供
給路の供給点へ渡される。通常動作中は、部分的に消費されたカソードガスは、供給点で
例えば自然環環境からの新鮮なカソードガスと混合され、再びカソード領域へと渡される
。
【００１６】
　本発明に従って、供給点の上流で気密的にカソードガス供給路を遮断し、且つ接合点か
ら下流でカソードガス出口を遮断するように設計された遮断装置が提案される。遮断装置
が閉鎖する時、部分的に消費されたカソードガス用閉回路が形成され、部分的に消費され
たカソードガスは、カソード領域から接合点を介して且つ供給点を介してカソード領域内
へと、新鮮なカソードガスが追加されずに再び渡される。
【００１７】
　本発明が基づく一つの検討事項は、燃料電池の寿命が、特に自動車へ適用した際に、腐
食の進行によって減少されることである。このような腐食の進行は動作中にも起こるが、
特に燃料電池ユニットが休止している時に発生する。本発明の目的のため、燃料電池ユニ
ットにおけるカソードガスの再循環装置は、燃料電池ユニットをスイッチオフしている間
、カソード領域を通るように閉回路内で部分的に消費されたカソードガスを循環させるこ
とが出来るように改良することを提案する。このようにして、部分的に消費されたカソー
ドガスにまだ残っている酸素が消散され、従って部分的に消費されたカソードガス内では
酸素欠乏且つ窒素（他のガスと共に）濃縮になる。この手段及び手順によって、酸素がカ
ソード領域から及びカソードガスシステムから取り出されることになり、従って酸素に伴
う腐食の進行を防止又は少なくとも減少する。更に可能な利点は、燃料電池ユニットの休
止期の間アノード領域へ酸素が拡散せず又はほとんど酸素が拡散せず、従って、このよう
に、装置がシャットダウンしている間に燃料電池ユニットのアノード領域内で腐食が進行
することを効果的に防止することも出来ることである。
【００１８】
　本発明の好適な実施形態では、当該装置は、遮断装置が閉鎖する時、部分的に消費した
カソードガスを再循環するように設計された連続フロー機械を有する。従って、連続フロ
ー機械は、部分的に消費されたカソードガス用閉回路において部分的に消費されたカソー
ドガスを移動できるようにフロー目的で配置及び／又は接続される。また、連続フロー機
械は、好ましくは、遮断装置が開放する時にカソードガスを圧縮するように設計されるの
で、二重機能を実行でき、従ってコンポーネントを削減する。
【００１９】
　特に、連続フロー機械は、電気的に駆動される又は駆動可能なターボチャージャ（ＥＴ
Ｃ）であることが意図されるが、体積圧縮機、例えばスクリュー式圧縮機又はルーツ圧縮
機の形態でもよい。
【００２０】
　一般に、これはインパルス交換機械に関する。この実施形態は、酸素含有量を減少する
ため、遮断装置が閉鎖した時に、部分的に消費されたカソードガスを循環するという発明
概念を際立たせる。
【００２１】
　本発明の一つの好適な実施において、当該装置は制御装置を有し、制御装置は、プログ
ラミング及び／又は電気回路の形態であり、遮断装置を遮断すると同時に連続フロー機械
を起動するように、又はスイッチオフ動作モードにおいて連続フロー機械を起動状態に維
持するように設計される。スイッチオフ動作モードは、メンテナンス又は修理等の最中に
生じることも可能である。
【００２２】
　制御装置は、局所制御又は高次制御システムの形態でもよい。制御装置は、好ましくは
、可能な動作モードの一つを代表するスイッチオフ動作モードと共に、複数の動作モード
を可能にする。
【００２３】
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　制御装置は、好ましくは、プログラミング及び／又は電気回路の形態であり、スイッチ
オフ動作モードが規定の時間間隔の間及び／又は部分的に消費されたカソードガス内の残
りの酸素含有量に応じて維持されるようにする。経験値から決定及び／又は計算された時
間間隔が、ユーザによって規定の時間間隔のために入力される。例えば、適切なセンサ、
特に酸素センサが、部分的に消費されたカソードガス内の残りの酸素含有量に応じて閉ル
ープ又は開ループ制御するために本装置に設けられ、制限値に到達する前に再循環を終了
する。
【００２４】
　代わりに、酸素が存在しない時は電圧も生じないので、燃料電池の電圧をスイッチオフ
基準として使用することも出来る。
【００２５】
　一つの好適な設計形態において、遮断装置は、カソードガス出口及び／又はカソードガ
ス供給路を遮断するために設計され及び／又は配置された一個以上のバルブ又は一個以上
の制限器を備える。バルブは、例えば、冒頭で引用した特許文献２、特許文献３又は特許
文献４にあるように設計されてもよく、物理的形状に関するこれら文書の開示内容は、参
照によって、そのまま本願開示に含まれる。
【００２６】
　本発明の好適な一実施形態では、一個のバルブ又は複数個のバルブ及び／又は一個の制
限器又は複数個の制限器は、自己ラッチする、特に開及び／又は閉状態で自己ラッチする
ように設計される。特に故障モード影響解析（Ｆａｉｌｕｒｅ　Ｍｏｄｅ　Ｅｆｆｅｃｔ
　Ａｎａｌｙｓｉｓ（ＦＭＥＡ））の観点から、この場合には、新鮮なカソードガス又は
自然環境の空気の進入を防止するために、バルブ及び／又は制限器を、動作に対して電流
が印加されていない時には開放し、燃料電池ユニットがスイッチオフした後に電流が流れ
ていない時には閉鎖することが好ましい。自己ラッチするバルブ又は制限器の可能な実施
の一つは、これらのデバイスを、ウォーム駆動、特に自動ロック式ウォーム駆動を介して
駆動することである。
【００２７】
　少数のアクティブコンポーネントを使用するという要求に刺激を受けて、遮断装置の全
バルブ及び／又は制御器は共通のアクチュエータによって起動されることが好ましい。こ
れは、例えば、バルブと制限器を機械的に結合するために、連結部材又はケーブル又はボ
ーデン（Ｂｏｗｄｅｎ）ケーブルによって達成できる。この代わりとして、各バルブ及び
各制限器は別々のアクチュエータを割り当てられることも出来る。
【００２８】
　遮断装置における制限器の少なくとも一つは制限器バルブ及び任意ではあるが制限器バ
ルブハウジングを有することが好ましく、制限器バルブは弾性封止システムによって制限
器バルブハウジング及びガス運搬ラインに対して封止される。この場合、一方では、制限
器バルブの封止ディスク上の周縁シールによって制限器を封止すること、及び／又は特に
制限器バルブが閉状態にある領域において制限器バルブが内部でラバーコーティングされ
ることが可能である。
【００２９】
　本発明の変形として、遮断装置が、圧力保持機構、特に、カソードガス出口を遮断する
機能を実行する、好ましくは制限器又は制御バルブ及び／又は比例バルブの形態である圧
力保持バルブを有することを提案する。これによって、ガスフローを遮断するという追加
的機能を一体化するために、燃料電池装置のカソード出口側に既に存在する圧力保持機構
を容易な方法で改良することが出来る。
【００３０】
　本発明の更なる主題は、特に車両用に設計された燃料電池装置に関し、当該装置は、先
行の請求項のいずれかに記載の及び／又は上述したように、燃料電池ユニット及び再循環
用装置を備える。
【００３１】
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　本発明の次なる主題は、請求項１４に記載の燃料電池装置をスイッチオフ又はシャット
ダウンするための方法に関し、燃料電池装置がスイッチオフしている時、遮断装置は、部
分的に消費されたガスがカソード領域を通る閉回路を循環するように切り替えられる。
【００３２】
　開ループ及び／又は閉ループ制御するために、部分的に消費されたカソードガスは、好
ましくは、カソードガス内の酸素が消費される又は制限値を下回るまで循環される。
【００３３】
　本発明の更なる特徴、利益及び効果は、本発明の好適な一例示的実施形態についての以
下の記述、及び添付の図面から理解される。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の第１の例示的実施形態として、燃料電池装置の概略ブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１は、本発明の一例示的実施形態として、再循環用装置２を有する燃料電池装置１の
概略説明図を示す。
【００３６】
　燃料電池装置１は、複数の燃料電池、少なくとも１個の燃料電池を有する燃料電池スタ
ック（燃料電池ユニット）３を備える。燃料電池スタック３は、アノード領域４及びカソ
ード領域５を備え、それらの領域は膜６（ＰＥＭ）によって互いに分離されている。カソ
ード領域５に供給するために、燃料電池装置１は、入力が自然環境又は酸素タンクに接続
され、出力がカソード領域５内に開放しているカソードガス供給路７を有する。自然環境
又は酸素タンクから生じ、オキシダント質量フローは、カソードガス領域５で電気エネル
ギーを生成するためアノード領域４内の燃料と公知の方法で電気化学反応を実行するため
に、カソードガス供給路７を介してカソードガス領域５に渡される。圧縮機８は、供給さ
れたガスを圧縮するためにカソードガス供給路７に配置され、また体積又はインパルス交
換機械の形態であるが、特に好ましくは、連続フロー機械（ターボチャージャ又はターボ
圧縮機）の形態をとる。特に、ガスは動力学的原理を用いて圧縮され、そこで、フローが
連続的に通過するブレード付きインペラを介してエネルギー移動が行われることが好まし
い。
【００３７】
　電気化学反応後にカソード領域５から運び出される部分的に消費されたカソードガスは
、カソード領域５から出発するカソードガス出口９を介して自然環境中に少なくとも部分
的に消散される。
【００３８】
　部分的に消費されたカソードガスを再循環するために、出口ライン９は、カソード領域
５から下流に接合点１０を有し、接合点１０に対して再循環ガイド１１が接続される。再
循環ガイド１１は、接合点１０をカソードガス供給路７の供給点１２に接続する。供給点
１２は、流れ方向に連続フロー機械８から上流に、即ち、連続フロー機械の吸引側に配置
される。従って、部分的に消費されたカソードガスの一部は、再循環ガイド１１を通って
流し出され、新鮮なカソードガスフローに追加され、この混合物は、連続フロー機械８に
おける作用ガスとして圧縮され、最後にカソード領域５に供給される。
【００３９】
　燃料電池装置１の通常動作中は、再循環ガイド１１は、必要な湿気又はオキシダントの
質量フローに応じて、バルブ１３を介して閉ループ制御又は開ループ制御を受け、例えば
、燃料電池装置１をシャットダウン又はスイッチオフしている時は再循環装置２を切り替
えて、部分的に消費されたカソードガス内に残っている酸素を完全に又はほぼ完全に消散
するために、部分的に消費されたカソードガスが、新鮮なカソードガスを供給されること
なくカソード領域５を通って閉回路内を循環するようにする。この切替プロセスを実行す
るため、燃料電池装置１は、連続フロー機械８だけでなく、入力制限器１５及び出力制限
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ス供給路７の供給点１２の上流のフローに配置され、カソードガス供給路７を気密的に遮
断することを可能にし、新鮮なカソードガスをカソード領域５方向に供給出来ないように
する。出力制限器１６は、接合点１０から下流のフローに配置され、カソードガス出口を
気密的に遮断出来るので、新鮮なカソードガス又は自然環境の空気はこちら側からもカソ
ード領域５方向に進入することが出来ない。
【００４０】
　入力及び／又は出力制限器１５，１６の各々は、例えば、同コンポーネントの適度な気
密封止を確実に行う弾性シールを備える制限器バルブを有する。例えば、一つのそのよう
な制限器バルブは周縁シールを有する。代わりに或いは追加的に、入力及び／又は出力制
限器１５，１６は、制限器バルブとの接触領域内に封止目的のラバーコーティングを備え
る制限器バルブハウジングを有する。
【００４１】
　制限器１５，１６の各々は、駆動目的でそれ自体のアクチュエータを有してもよく、或
いはその代わり又は有利に、共通のアクチュエータが制御目的で備えられることができ―
これらの２個の制限器は同時に夫々切り替えられるので―、ケーブル又は連結部材等によ
って制限器１５，１６に制御動作を受け渡す。
【００４２】
　一旦スイッチオフ動作モードを起動すると、制御装置１４は、入力制限器１５及び出力
制限器１６を閉鎖し、連続フロー機械８を起動し、カソード領域５及び再循環ガイド１１
を介して部分的に消費されたカソードガスを再循環させる。この再循環は、部分的に消費
されたカソード又は再循環ガス内の酸素が電気化学又は触媒プロセスによって十分に消散
されるまで続けられる。次に、制御装置１４は連続フロー機械８をスイッチオフする。
【００４３】
　このスイッチオフ手順は、燃料電池装置１のカソード側領域内に酸素を残さない又はご
くわずかな残留量の酸素しか残さないことを保証する。更に、このことは、カソード領域
５からアノード領域４内へ酸素が拡散せず、カソード領域４が無酸素又は低酸素領域にな
ることを保証する。その結果、燃料電池装置１は、提案された装置又は提案された方法に
よって切り替えられて、酸素を有さず又はほとんど有さないので、腐食の進行を防止又は
少なくとも大幅に遅らせ、燃料電池装置１の寿命を、特に膜６の寿命を著しく延長するこ
とが出来る。
【符号の説明】
【００４４】
　１　燃料電池装置
　２　再循環装置
　３　燃料電池スタック
　４　アノード領域
　５　カソード領域
　６　膜
　７　カソードガス供給路
　８　圧縮機
　９　カソードガス出口
　１０　接合点
　１１　再循環ガイド
　１２　供給点
　１３　バルブ
　１４　制御装置
　１５　入力制限器
　１６　出力制限器
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【図１】

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月9日(2010.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池ユニット（３）におけるカソードガスの再循環用装置（２）であって、
　燃料電池ユニット（３）においてカソード領域（５）へカソードガスを供給するカソー
ドガス供給路（７）を有し、
　カソード領域（５）から部分的に消費されたカソードガスを運び出すカソードガス出口
（９）を有し、
　カソードガス出口（９）の接合点（１０）からカソードガス供給路（７）の供給点（１
２）内へ部分的に消費されたカソードガスを再循環する再循環ガイド（１１）を有し、
　遮断装置（１５，１６）が、供給点（１２）の上流のフロー方向においてカソードガス
供給路（７）を遮断するように及び接合点（１０）から下流のフロー方向においてカソー
ドガス出口（９）を遮断するように設計され、遮断装置（１５，１６）が閉鎖した時に部
分的に消費されたカソードガス用の閉回路が形成されるようにし、
　遮断装置（１５，１６）は、カソードガス出口及び／又はカソードガス供給路を遮断す
るために一個以上のバルブ及び／又は制限器を備え、
　前記一個以上のバルブ及び／又は制限器（１５，１６）は自己ラッチするように設計さ
れ、
　前記一個以上のバルブ及び／又は制限器はウォーム駆動を介して駆動可能であり、
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　遮断装置（１５，１６）の全バルブ及び／又は全制限器は共通のアクチュエータによっ
て駆動されることを特徴とする装置。
【請求項２】
　連続フロー機械（８）が、遮断装置（１５，１６）が閉鎖した時に部分的に消費された
カソードガスを再循環するように設計されることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記連続フロー機械は、電気的に駆動される又は駆動可能なターボチャージャ（ＥＴＣ
）であることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記連続フロー機械は、体積圧縮機、特にスクリュー式圧縮機又はルーツ圧縮機である
ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　制御装置（１４）が遮断装置（１５，１６）を遮断するよう及びスイッチオフ動作モー
ドにおいて連続フロー機械（８）を起動するように設計されることを特徴とする請求項１
～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　制御装置（１４）は、既定の時間間隔の間及び／又は部分的に消費されたカソードガス
内の残りの酸素含有量に応じて、スイッチオフ動作モードを維持するように設計されるこ
とを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　制限器（１５，１６）の少なくとも一つは制限器バルブを有し、制限器は、制限器バル
ブの封止ディスク上の周縁シールによって及び／又は内側がラバーコーティングされた制
限器バルブハウジングを介して封止されることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項
に記載の装置。
【請求項８】
　遮断装置（１５，１６）は、接合点（１０）から下流のフロー方向においてカソードガ
ス出口（９）に配置され、カソードガス出口（９）を遮断するように設計された圧力保持
機構を有することを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の再循環用装置（２）を有する車両用の、燃料電池
装置（１）。
【請求項１０】
　燃料電池装置（１）がスイッチオフしている時、部分的に消費されたカソードガスがカ
ソード領域（５）を通るように閉回路を循環するように遮断装置（１５，１６）が切り替
えられることを特徴とする請求項９に記載の燃料電池装置（１）をスイッチオフ又はシャ
ットダウンする方法。
【請求項１１】
　部分的に消費されたカソードガスは、カソードガス内の残留酸素が消費される又は限界
値を下回るまで循環されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
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【要約の続き】
ガス用閉回路が形成されるようにしたことを特徴する。
【選択図】図１
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